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尾村としなりの政策と活動をご紹介します。 
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「給料が上がらないのに、消費税増税で生

活していけない」「子どもの就職先が見つから

ない」「原発が不安」－今、県民の苦しみが広

がっています。 

安倍政権は原発の再稼働、憲法改悪、消費

税増税、ＴＰＰ参加など県民の願いに反する政

治をすすめています。 

島根県議会では、日本共産党を除く「オー

ル与党」で、国いいなりの溝口県政を支えてい

る状況です。 

日本共産党の立党の精神は「国民の苦難

を解決すること」です。政治には、県民のくらし

と命がかかっています。 

私は、今後とも毎議会質問に立ち、みなさん

の願いを県政へ届け、県民の立場でスジを通

して精一杯がんばります。 

日本共産党の議席は「オール与党」

の県議会の中で県民の願いを県政へ

届け、県民の目線で県政をチェックす

る大切な議席です。 

私たち松江市議団も、尾村県議と力

を合わせ「原発ゼロ」の安全・安心の

松江市をつくるためがんばります。

１９６２年大田市生まれ（５１歳）▼県立大田高校、北九州市立大学法学部卒▼島根県商工団

体連合会事務局長、消費税反対島根県各界連絡会事務局長など歴任▼０３年県議選初当選

▼０７年・１１年再選（３期目）▼現在、建設環境委員会、中山間地域・離島振興特別委員会に

所属▼現在、党県議会議員団団長、党県副委員長、松江市東津田町在住。 
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１９６２年、大田市の農家の長男

として生まれました。子どもの頃か

ら、農業を手伝う少年でした。 

大学では法学部を専攻。侵略戦争

に命がけで反

対し、国民の苦

難を軽減する

立党の精神に

共鳴し、日本共

産党に入党。 

大学卒業後、松江民主商工会に勤務。

税金、金融、経営相談、多重債務など中

小業者の営業とくらしを守るために奮闘。

県内の中小業者の団体である県商工団

体連合会事務

局長として、県

内を駆けめぐ

り、中小業者の

心強い相談相

手として奮闘。

８年間、両親の看護を続け命と医

療の大切さを身をもって知りまし

た。深刻な不況を反映し、様々な生

活相談を受けてきました（写真）。 

「政治には人の

命がかかっている」

が政治信条。まじめ

に働く人が報われ

る社会をつくるた

めに全力でがんば

ってきました。 

０３年に初当選。唯一の野党議

員として公共料金値上げ、税金の

無駄づかいを厳しくチェック。県

議会で発言力ナンバーワンです。

島根原発の再稼働に向けた動き

を厳しく批判。また、８万３千筆も

の署名が託された「県エネルギー自

立地域推進基本条例」では、自民・

公明、民主の一部が反対する中で、

条例の可決を強く主張しました。

これには、他党の議員や県の幹部

からも「共産党だけがスジを通して

いる」「国に対してキッパリものを

言うのは日本共産党しかない」との

声が。

●福島原発を視察し、厳しく論戦 

●規制委員会に再稼働中止を要求

●全国初！国保料未納者への差し押え

実態調査、看護師夜勤調査の実施 

松江の水道料が高いのは尾原ダム（木次

町）の使わない水まで住民負担となっている

からです。水の需要予測を誤った県の責任を

追及。水道料引き下げを要求してきました。

税金・国保料の未納者への無慈悲な差押え

実態を告発。県は

実態を調査し、改

善を約束。看護師

の過酷な勤務実

態も取り上げ、夜

勤実態調査が実

施されました。 

「医療や福祉、教育の充実」をめざし、

住民とともに行動。障がい者団体から根

強い要望のあった福祉医療の負担軽減

や、３５人少人数学級などが実現。 

子育て支援、介護保険制度の拡充、教

福島原発・福島県を視察 

（１２年１月、福島県南相馬市） 

●福祉医療費助成の負担軽減 

●小３～中３までの３５人学級

育環境の充

実・いじめ

のない学校

をつくるた

めに頑張っ

ています。

原子力規制委員会に対し、島根原発を

含め、全国の原発の再稼働に向けた活動

を中止するよう申し入れてきました。 

日本共産党は、電力会社やその労働組

合から献金

を受け取ら

ない党だか

らこそ「原発

ゼロ」をキッ

パリ主張す

ることがで

きます。 

 高すぎる国民健康保険料の引き下げ 

 子どもの医療費・中学卒業まで無料に 

 水道料金の値上げストップ 

 雇用確保、中小業者・農林水産業支援

 原発ゼロ・再生可能エネルギーの普及 

保育士、介護職員と勤務環境改善

を求めて県へ申し入れ 

青年と雇用の確保・充実を求めて

県へ申し入れ 

（子どもの頃から牛の世話を） 
（消費税増税反対を訴える） 


